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平成22年度 大栄経理学院 

第 126 回日商簿記検定試験 模範解答 

３   級 

 
 

商 業 簿 記
 

第1問（20点） 

 仕  訳  

 借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額 

1 
買 掛 金 

前 払 金 

30,000 

12,000 

当 座 預 金 42,000 

2 

旅 費 交 通 費 

消 耗 品 費 

通 信 費 

雑 費 

3,000 

4,000 

5,600 

3,200 

当 座 預 金 

 

 

 

15,800 

 

 

 

3 現 金 4,000 従 業 員 立 替 金 4,000 

4 

現 金 

未 収 金 

有 価 証 券 売 却 損 

100,000 

50,000 

30,000 

売 買 目 的 有 価 証 券 180,000 

5 
水 道 光 熱 費 

資 本 金 

12,000 

8,000 

当 座 預 金 20,000 

仕訳１組につき4点 合計20点。 

（配点は、当学院の予想です） 

 

 

第 2問（10点） 

  帳簿 

 

日付 

現金出納帳 
当座預金 

出 納 帳 
商品有高帳

売掛金元帳

(得意先元帳)

買掛金元帳

(仕入先元帳)
仕入帳 売上帳 

受取手形 

記 入 帳 

支払手形

記 入 帳

10 5 ○  ○  ○ ○   ○ 

 12  ○ ○ ○   ○ ○  

 17    ○   ○   

 20   ○ ○  ○    

 27 ○   ○      

各日付につき2点 合計10点。 

（配点は、当学院の予想です） 
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3問（30点） 

 残  高  試  算  表  

 平成 X2年 11月 30日  

 借 方   勘 定 科 目 貸 方  

 655,000   現 金    

 515,000   当 座 預 金    

 350,000   受 取 手 形    

 892,000   売 掛 金    

    貸 倒 引 当 金  7,000  

 580,000   繰 越 商 品    

 60,000   前 払 金    

 400,000   備 品    

    備品減価償却累計額  45,000  

    支 払 手 形  340,000  

    買 掛 金  450,000  

    借 入 金  400,000  

    前 受 金  0  

    所 得 税 預 り 金  4,000  

    資 本 金  1,950,000  

    売 上  13,085,000  

 10,740,000   仕 入    

 1,320,000   給 料    

 77,000   発 送 費    

 528,000   支 払 家 賃    

 100,000   通 信 費    

 42,000   租 税 公 課    

 4,000   手 形 売 却 損    

 18,000   支 払 利 息    

 16,281,000     16,281,000  

    1つにつき3点。合計30点。 

（配点は、当学院の予想です） 
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第 4問（10点） 

 1. 

  入  金  伝  票      出  金  伝  票   

( 備 品 ） 〔    50,000 〕  ( ） 〔        〕
 

   振   替   伝   票    

借  方  科  目 金      額 貸  方  科  目 金      額 

備品減価償却累計額 360,000 備 品 450,000 

固 定 資 産 売 却 損 90,000   

  

2. 

  入  金  伝  票      出  金  伝  票   

( ） 〔        〕  ( 仕 入 ）〔    100,000 〕
 

   振   替   伝   票    

借  方  科  目 金      額 貸  方  科  目 金      額 

仕 入 200,000 買 掛 金 100,000 

  前 払 金 100,000 

各 5点 合計10点。 

（配点は、当学院の予想です） 
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第 5問（30点） 

 精     算     表  

残 高 試 算 表 修  正  記  入 損 益 計 算 書 貸 借 対 照 表 
勘  定  科  目 

借  方 貸  方 借  方 貸  方 借  方 貸  方 借  方 貸  方 

現 金 41,500  3,000  44,500

現 金 過 不 足 7,000  11,000 18,000  

当 座 預 金 531,000  50,000  581,000

受 取 手 形 269,000  50,000  219,000

売 掛 金 431,000  30,000  401,000

売買目的有価証券 258,000  16,000  274,000

繰 越 商 品 319,000  368,000 319,000  368,000

消 耗 品 63,000  55,000  8,000

仮 払 金 20,000  20,000  

建 物 1,500,000   1,500,000

備 品 700,000   700,000

土 地 1,000,000   1,000,000

支 払 手 形  264,000  264,000

買 掛 金  387,000  387,000

仮 受 金  40,000 40,000  

前 受 金  13,000 10,000  23,000

貸 倒 引 当 金  13,500 11,300  24,800

建物減価償却累計額  540,000 54,000  594,000

備品減価償却累計額  210,000 105,000  315,000

資 本 金  3,300,000  3,300,000

売 上  3,839,000 3,839,000 

受 取 配 当 金  6,000 6,000 

受 取 地 代  330,000 30,000 360,000 

仕 入 2,416,000  319,000 368,000 2,367,000  

給 料 837,000  45,000 882,000  

広 告 宣 伝 費 252,000  18,000 270,000  

支 払 保 険 料 192,000  48,000 144,000  

旅 費 交 通 費 106,000  17,000 123,000  

 8,942,500 8,942,500  

雑 （ 益 ）   11,000 11,000 

貸倒引当金繰入   11,300 11,300  

有価証券評価（益）   16,000 16,000 

減 価 償 却 費   159,000 159,000  

消 耗 品 費   55,000 55,000  

( 前 払 ) 保 険 料   48,000  48,000

( 未 収 ) 地 代   30,000  30,000

( 未 払 ) 給 料   45,000  45,000

当 期 純 ( 利 益 )   220,700  220,700

   1,190,300 1,190,300 4,232,000 4,232,000 5,173,500 5,173,500

     1つにつき３点 合計 30点。（配点は、当学院の予想です） 
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【 ３級解説 】 

第１問 

１．小切手振出しによる支払いは「当座預金」勘定の減少として処理する。 

２．小口現金について、報告と補給が同時に行われる取引である。 

３．指定されている「従業員立替金」勘定を使用すること。 

４．帳簿価額：＠￥6,000×30株＝￥180,000 

  売却価額：＠￥5,000×30株＝￥150,000 

５．家事費などの店主の個人的な支払いをお店の金銭で支払ったときは、「資本金」勘定を減少させる。「引出

金」勘定は指定勘定にないため使用しないこと。 

 

第２問 

各日付における仕訳は以下のとおり 

５日 ( 仕 入 ) 412,000 ( 支 払 手 形 ) 250,000  

    ( 買 掛 金 ) 150,000  

    ( 現 金 ) 12,000  

※ 現金の減少    →「現金出納帳」 

  商品の仕入    →「仕入帳」、「商品有高帳」 

  買掛金の増加   →「買掛金元帳」 

  支払手形の増加 →「支払手形記入帳」 
 

12日 ( 受 取 手 形 ) 300,000 ( 売 上 ) 520,000  

 ( 売 掛 金 ) 220,000     

 ( 発 送 費 ) 15,000 ( 当 座 預 金 ) 15,000  

※ 当座預金の減少 →「当座預金出納帳」 

  商品の売上     →「売上帳」、「商品有高帳」 

  売掛金の増加    →「売掛金元帳」 

  受取手形の増加  →「受取手形記入帳」 
 

17日 ( 売 上 ) 30,000 ( 売 掛 金 ) 30,000  

※ 売掛金の減少 →「売掛金元帳」 

  売上の減少  →「売上帳」 

(注) 売上値引は商品原価に影響を与えないため商品有高帳には記載されない。 
 

20日 ( 仕 入 ) 250,000 ( 売 掛 金 ) 250,000  

※ 商品の仕入  →「仕入帳」、「商品有高帳」 

  売掛金の減少 →「売掛金元帳」 

(注)  為替手形の振出取引は、手形債権債務の増減を伴わない(支払手形及び受取手形勘定を使

用しない)ため、手形記入帳には記載されない。 
 

27日 ( 現 金 ) 130,000 ( 売 掛 金 ) 100,000  

    ( 前 受 金 ) 30,000  

※ 現金の増加  →「現金出納帳」 

  売掛金の減少 →「売掛金元帳」 



第 126 回日商 3級－模範解答－6 

第３問 

11月中の取引 

(1) 現金に関する取引 

a. ( 前 払 金 ) 80,000 ( 現 金 ) 80,000  

b. ( 仕 入 ) 100,000 ( 現 金 ) 100,000  

c. ( 現 金 ) 30,000 ( 前 受 金 ) 30,000  

d. ( 支 払 家 賃 ) 48,000 ( 現 金 ) 71,000  

 ( 通 信 費 ) 10,000     

 ( 発 送 費 ) 3,000     

 ( 租 税 公 課 ) 10,000     

e. ( 所 得 税 預 り 金 ) 4,000 ( 現 金 ) 4,000  

f. ( 現 金 ) 150,000 ( 当 座 預 金 ) 150,000  

(2) 当座預金に関する取引 

a. ( 当 座 預 金 ) 200,000 ( 受 取 手 形 ) 200,000  

b. ( 当 座 預 金 ) 450,000 ( 売 掛 金 ) 450,000  

c. ( 当 座 預 金 ) 99,000 ( 受 取 手 形 ) 100,000  

 ( 手 形 売 却 損 ) 1,000     

d. ( 支 払 手 形 ) 200,000 ( 当 座 預 金 ) 200,000  

e. ( 買 掛 金 ) 400,000 ( 当 座 預 金 ) 400,000  

f. ( 借 入 金 ) 500,000 ( 当 座 預 金 ) 500,000  

g. ( 支 払 利 息 ) 18,000 ( 当 座 預 金 ) 18,000  

h. ( 給 料 ) 120,000 ( 所 得 税 預 り 金 ) 4,000  

    ( 当 座 預 金 ) 116,000  

i. ( 現 金 ) 150,000 ( 当 座 預 金 ) 150,000  

(3) 仕入れに関する取引 

a. ( 仕 入 ) 100,000 ( 現 金 ) 100,000  

b. ( 仕 入 ) 100,000 ( 支 払 手 形 ) 100,000  

c. ( 仕 入 ) 300,000 ( 買 掛 金 ) 300,000  

d. ( 仕 入 ) 150,000 ( 受 取 手 形 ) 150,000  

e. ( 仕 入 ) 160,000 ( 前 払 金 ) 160,000  

f. ( 買 掛 金 ) 50,000 ( 仕 入 ) 50,000  

(4) 売上げに関する取引 

a. ( 受 取 手 形 ) 300,000 ( 売 上 ) 300,000  

b. ( 前 受 金 ) 120,000 ( 売 上 ) 120,000  

c. ( 売 掛 金 ) 550,000 ( 売 上 ) 550,000  

d. ( 売 上 ) 30,000 ( 売 掛 金 ) 30,000  

(5) その他の取引 

a. ( 貸 倒 引 当 金 ) 28,000 ( 売 掛 金 ) 28,000  

b. ( 買 掛 金 ) 150,000 ( 支 払 手 形 ) 150,000  

(注) 取消線の勘定科目は二重仕訳となっているため、集計しない。 
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第４問 

１． 

 ( 備品減価償却累計額 ) 360,000 ( 備 品 ) 500,000  

 ( 現 金 ) 50,000    

 ( 固定資産売却損 ) 90,000    

 

入金伝票 ( 現 金 ) 50,000 ( 備 品 ) 50,000  

振替伝票 ( 備品減価償却累計額 ) 360,000 ( 備 品 ) 450,000  

 ( 固定資産売却損 ) 90,000     

 

(2) 

 ( 仕 入 ) 300,000 ( 現 金 ) 100,000  

    ( 前 払 金 ) 100,000  

    ( 買 掛 金 ) 100,000  

 

出金伝票 ( 仕 入 ) 100,000 ( 現 金 ) 100,000  

振替伝票 ( 仕 入 ) 200,000 ( 前 払 金 ) 100,000  

    ( 買 掛 金 ) 100,000  

 

 

第５問 

決算時に判明した事項 

(1) 現金過不足について 

 ( 広 告 宣 伝 費 ) 18,000  ( 現 金 過 不 足 ) 18,000  

(2) 仮払金について 

 ( 旅 費 交 通 費 ) 17,000  ( 仮 払 金 ) 20,000  

 ( 現 金 ) 3,000     

(3) 仮受金について 

 ( 仮 受 金 ) 40,000  ( 売 掛 金 ) 30,000  

     ( 前 受 金 ) 10,000  

(4) 手形の決済について 

 ( 当 座 預 金 ) 50,000  ( 受 取 手 形 ) 50,000  

 

決算整理事項 

(1) 売上原価の算定について 

 ( 仕 入 ) 319,000  ( 繰 越 商 品 ) 319,000  

 ( 繰 越 商 品 ) 368,000  ( 仕 入 ) 368,000  

(2) 貸倒引当金の設定について 

 ( 貸倒引当金繰入 ) 11,300 * ( 貸 倒 引 当 金 ) 11,300  

* 受取手形：￥269,000－￥50,000＝￥219,000 

売 掛 金：￥431,000－￥30,000＝￥401,000 

∴(￥219,000＋￥401,000)×4％－￥13,500＝￥11,300 
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(3) 減価償却について 

 ( 減 価 償 却 費 ) 159,000  ( 建物減価償却累計額 ) 54,000 *1 

     ( 備品減価償却累計額 ) 105,000 *2 

*1 (￥1,500,000－￥150,000)÷25年＝￥54,000 

*2 (￥700,000－￥70,000)÷6年＝￥105,000 

(4) 売買目的有価証券の評価替について 

 ( 売買目的有価証券 ) 16,000 * ( 有価証券評価益 ) 16,000  

* 時価＠￥2,740×100株－簿価￥258,000＝￥16,000 

(5) 現金過不足について 

 ( 現 金 過 不 足 ) 11,000 * ( 雑 益 ) 11,000  

* (借方)￥7,000－(貸方)￥18,000＝(貸方)￥11,000 

(6) 消耗品について 

 ( 消 耗 品 費 ) 55,000 * ( 消 耗 品 ) 55,000  

* 前 T/Bに「消耗品」勘定があるので購入時資産処理である。決算時において当期消費分を「消

耗品費」勘定に振り替える。 

￥63,000－￥8,000＝￥55,000 

(7) 保険料について 

 ( 前 払 保 険 料 ) 48,000 * ( 支 払 保 険 料 ) 48,000  

* ￥192,000×
12ヵ月

3ヵ月
＝￥48,000 (翌 1/1から 3/31までの3ヵ月分を繰り延べる) 

(8) 受取地代について 

 ( 未 収 地 代 ) 30,000  ( 受 取 地 代 ) 30,000  

(9) 給料について 

 ( 給 料 ) 45,000 * ( 未 払 給 料 ) 45,000  

* ￥15,000×3名＝￥45,000 

 


